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努力の 先に 未来あり
～いよいよ入試シーズン～

いよいよ２月になりました。今年度も残すところ２ヶ月です。３年生にとっては、いよ

いよ入試シーズンを迎えます。毎日が慌ただしく、緊張感のある日々を過ごしていること

と思います。大きな試練ですが、これまでのみなさんの努力が報われることを願っていま

す。最後の１日まで努力を続けることは勿論ですが、その努力を支えるのが、「心の持ち

方」です。「自分を信じること」「あきらめないこと（あきらめたらそこで終わり）」そし

て「共に頑張り支え合うこと（仲間との頑張りが自分をささえる）」そして最後は「元気

（健康）」です。入試当日、体調悪く休んでしまった。でも、残念ながら延期はありませ

ん。これが世の中の厳しさです。不安は皆同じです。これまでの努力の積み重ねを十分に

発揮して自分の希望を叶えてください。応援しています。

「1.17阪神・淡路大震災１９年」

「3.11東日本大震災３年」を迎えて

１月１７日に地震を想定した避難訓練を行いました。訓練ということで、少し緊張感に

欠ける面はありましたが、避難・集合・点呼という流れは、全体として真剣に、そして迅

速に行動することができました。現実に大きな地震が発生したときは、訓練の落ち着きは

ないとは思いますが、そんな過酷な状況の中でも「冷静に行動する」ことが生死を分ける

ことにつながります。

１学期は、火災を想定した避難訓練を行いましたが、基

本は同じです。

「おさない」(押さない）
「はしらない」（走らない）
「しゃべらない」（喋らない）

の「お」「は」「し」です。

地震は、いつ、どこで起こるかわかりません。それぞれの状況の中で、「最善を尽くす」

ことが「自分の命」を守ることにつながります。

近い将来、太平洋沿岸に巨大地震（東海地震、東南海地震、南海地震）が起こり、大き

な津波がやってくると言われています。

基本は、①海岸から離れる（尼崎では、北の方向に避難する）②高いところに避難する（３

階以上）です。

「1.17 阪神・淡路大震災」から１９年、「3.11 東日本大震災」からまもなく３年が経と

うとしています。震災の経験と教訓を語り継ぐことで防災への意識を高めて、災害への備

えをしていきたいものです。



■ひょうご防災ネットの内容や登録などについて
尼崎市では、携帯電話などでインターネット機能を利用したサービスを提供しています。
○特徴

•携帯電話のインターネット機能を利用して災害時の情報など尼崎市ホームページが
閲覧できる。

•尼崎市だけでなく兵庫県内市町単位で災害情報を見ることができる。
•携帯電話のメール機能を活用して、緊急メールとお知らせメールを登録制により受
信できる。

○登録方法
ひょうご防災ネット携帯電話用登録ページ http://bosai.net/
ひょうご防災ネット登録マニュアル http://bosai.net/regist/toroku/index.htm

（詳しくは尼崎市ホームぺージをご覧下さい）

２月のおもな予定

６ 日（木）生徒朝礼、専門委員会

10 日（月）～ 11 日（火）私学入試 22 日（土）卒業生を送る会（スマイル学級）

11 日（火）建国記念日 24 日（月）期末テスト（国、数、技家）

14 日（金）公立推薦特色選抜 25 日（火）期末テスト（英、音、美）

20 日（木）公立入試発表 26 日（水）期末テスト（社、理、体 1･2 年）

21 日（金）公立学力検査出願 小学校学校紹介（生徒会・クラブ）

《土曜チャレンジ １、８、１５、２２》 苦しい峠の向こうには

《水曜チャレンジ ５、１２、１９》 楽なくだりが待っている

阪神・淡路大震災から１９年が経（た）った

私たちは日本と世界の多くの人たちに

この教訓を知ってもらいたい 生かしてもらいたい

そのように願って 伝え続けてきた

でも 教訓を学ぶいとまがないほどに

地球全体が荒ぶる自然の脅威にさらされて

新しい被災地 新しい被災者が激増している

わが国では 東日本大震災の復興もままならず

一方で 台風の集中豪雨や洪水 竜巻 そして土砂災害によって

全国的に新たな被災地と被災者が生まれた

もう 災害から安全な場所などないかのごとく

南海トラフ巨大地震や首都直下地震の発生も心配だ

巨大な台風や火山噴火も要注意だ

それらに備えて 制度や対策も整備されてきたが

減災の特効薬はなく 時間と財源が欠かせない

次なる災害に備えるためには

特別に構えるのではなく 災害文化が必要だ

その基礎となる防災教育を一層進めたい

いのち 絆 勇気 信頼 自助 努力 科学…をもっと学ぶんだ

伝える 備える 生かす 阪神・淡路大震災の教訓を

震災の教訓は すべての災害に通じる知恵だから

２０１４年１月１７日
ひょうご安全の日推進県民会議


